
 

「前
期
終
了
挨
拶
」 
理
事
長  

妻
鹿  

功 

残
暑
お
見
舞
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
様
方
の
お
力
添
え
に
よ
り
前
期
各
種
競

技
大
会
等
を
大
過
な
く
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
四
月
か
ら
、
こ

れ
ま
で
役
不
足
の
理
事
長
を
何
か
と
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
し
ま
す
。
九
月
に
入
る
と
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

等
が
加
わ
り
さ
ら
に
一
層
多
忙
な
後
期
を
迎
え
ま
す
が
、
今
後
と
も
よ
ろ

し
く
ご
支
援
の
程
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

九
月
に
入
っ
た
と
は
い
え
残
暑
厳
し
い
お
り
、
健
康
に
は
く
れ
ぐ
れ
も

留
意
さ
れ
ご
活
躍
く
だ
さ
い
。
な
お
、
裏
面
に
「
鹿
児
島
陸
協
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
」
に
つ
い
て
の
投
稿
を
福
永
理
事
長
室
員
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た

の
で
、
目
を
通
し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

「地
域
陸
協
の
充
実
発
展
を
」 

                         

副
会
長  

末
永  

政
治 

鹿
児
島
の
陸
上
競
技
を
強
く
す
る
に
は
、
良
き
指
導
者
が
適
正
配
置
さ
れ
、

優
秀
な
素
材
を
見
い
だ
し
て
育
成
し
て
い
く
。
そ
れ
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す

る
も
の
と
し
て
経
済
的
な
裏
付
け
、
施
設
設
備
の
充
実
や
有
能
な
審
判
員

の
養
成
な
ど
が
必
須
条
件
で
あ
る
こ
と
は
今
更
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
指
導
者
や
審
判
員
に
恵
ま
れ
、
施
設
設
備
が
整
っ
て
い
た

と
し
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
充
分
な
成
果
が
あ
が
る
と
は
言
い
切
れ
ま
せ

ん
。
鹿
児
島
の
陸
上
競
技
を
盛
り
上
げ
て
い
く
た
め
に
は
全
県
的
な
組
織

の
充
実
、
言
い
換
え
れ
ば
、
地
域
陸
協
の
組
織
が
強
化
さ
れ
、
活
性
化
い

く
こ
と
が
非
常
に
重
要
な
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
県
の
陸
協
で
ベ

ス
ト
と
思
わ
れ
る
計
画
を
立
て
て
実
施
し
よ
う
と
し
て
も
、
全
県
的
な
理

解
と
盛
り
上
が
り
が
な
け
れ
ば
実
り
少
な
い
も
の
に
終
わ
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
地
域
陸
協
が
充
実
し
て
い
れ
ば
こ
そ
、
優
秀
な
競
技
者
の
発
掘
も

容
易
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
折
り
に
触
れ
、
地
域
陸
協
の
組
織
充
実

へ
の
お
願
い
は
し
て
き
た
つ
も
り
で
す
が
、
地
域
に
よ
っ
て
は
い
ろ
い
ろ

な
ご
事
情
も
あ
っ
て
、
全
県
的
に
は
思
う
と
こ
ろ
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な

い
の
が
実
情
の
よ
う
で
す
。 

  

昨
年
、
あ
る
地
域
陸
協
主
催
の
記
録
会
を
見
せ
て
い
た
だ
く
機
会
が
あ

り
ま
し
た
。
小
学
生
か
ら
一
般
ま
で
多
く
の
ア
ス
リ
ー
ト
が
集
い
、
競
技

運
営
の
役
員
を
は
じ
め
、
す
べ
て
の
審
判
員
が
一
致
協
力
し
て
競
技
会
を

盛
り
上
げ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
協
会
の
組
織
づ
く
り
の
原
点
を
み
た
よ
う

な
気
が
し
ま
し
た
。
何
か
一
つ
小
さ
い
行
事
を
や
っ
て
、
そ
れ
を
契
機
に

組
織
を
強
化
し
て
い
く
の
も
一
つ
の
方
法
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

地
域
の
発
展
こ
そ
が
県
全
体
の
陸
上
競
技
の
発
展
に
つ
な
が
る
。
地
域

陸
協
あ
っ
て
こ
そ
の
鹿
児
島
陸
協
だ
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。
地
域
の
組
織

強
化
の
た
め
に
は
で
き
る
限
り
の
お
手
伝
い
を
す
る
つ
も
り
で
す
。
地
域

陸
協
と
県
陸
協
が
心
置
き
な
く
議
論
を
交
わ
し
な
が
ら
、
手
を
携
え
て
進

ん
で
い
き
た
い
も
の
で
す
。 

「奄
美
県
体
を
前
に
し
て
」 

奄
美
大
島
陸
協
会
長  

平  

義
隆 

昭
和
二
十
八
年
十
二
月
二
十
五
日
に
奄
美
が
祖
国
に
復
帰
し
て
か
ら
今

年
で
五
十
年
に
な
る
。
あ
の
当
時
の
群
島
民
の
情
熱
的
な
復
帰
運
動
の
熱

き
思
い
を
再
現
せ
ん
も
の
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。 

奄
美
県
体
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
あ
り
が
た
い
こ
と
に
関
係
各
方
面
の
ご

理
解
と
ご
協
力
が
あ
っ
て
実
現
し
た
と
伺
っ
て
い
る
。
我
々
奄
美
大
島
陸

上
競
技
協
会
で
も
県
体
の
成
功
に
向
け
て
各
種
の
事
業
を
実
施
し
て
い

る
。
四
月
の
奄
陸
協
理
事
会
で
新
役
員
を
選
出
（
新
会
長  

平  

義
隆
）

し
、
行
事
計
画
を
決
定
。
私
は
、
奄
陸
協
会
長
と
し
て
地
区
対
抗
女
子
駅

伝
と
県
下
一
周
駅
伝
の
第
一
回
運
営
委
員
会
に
出
席
。
五
月
に
は
奄
体
協

理
事
会
・
評
議
委
員
会
に
出
席
し
た
。
協
会
と
し
て
春
季
奄
美
大
島
陸
上

競
技
大
会
を
開
催
し
、
名
瀬
市
中
学
校
陸
上
競
技
大
会
へ
審
判
員
と
し
て

も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。 

  

六
月
に
は
鹿
陸
協
審
判
部
出
野
清
隆
先
生
を
講
師
に
お
招
き
し
審
判

講
習
会
を
開
催
し
た
。
先
生
に
は
豊
富
な
審
判
歴
と
高
度
な
審
判
技
術
、

そ
れ
に
温
和
な
人
柄
を
も
っ
て
懇
切
丁
寧
な
ご
指
導
を
い
た
だ
い
た
。
そ

の
後
の
大
島
地
区
中
学
校
陸
上
競
技
大
会
に
も
審
判
員
と
し
て
参
加
し

た
。 

  

七
月
に
入
り
、
第
五
十
七
回
県
民
体
育
大
会
第
四
十
四
回
大
島
地
区
大

会
が
、
奄
美
県
体
と
同
じ
全
市
町
村
で
開
催
さ
れ
た
。
陸
上
競
技
は
名
瀬

市
で
開
催
さ
れ
、
先
の
審
判
講
習
会
の
良
き
実
践
の
場
と
な
っ
た
。
競
技

面
も
い
く
つ
か
の
好
記
録
が
誕
生
し
て
関
係
者
を
喜
ば
せ
た
。
下
旬
に
は

初
の
ナ
イ
タ
ー
陸
上
を
開
催
し
て
各
方
面
か
ら
注
目
さ
れ
た
。
参
加
者
は

や
や
少
な
か
っ
た
が
猛
暑
の
奄
美
で
は
こ
の
大
会
の
必
要
性
を
痛
感
し

た 

  

ま
た
、
県
下
一
周
駅
伝
の
自
主
合
宿
を
加
計
呂
麻
島
で
実
施
し
た
。 

八

月
に
県
下
一
周
駅
伝
第
一
回
強
化
合
宿
が
行
わ
れ
た
。
二
○
名
の
選
手
が

参
加
し
て
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
激
し
い
コ
ー
ス
で
走
り
込
み
を
中
心
に
行

わ
れ
、
ス
タ
ミ
ナ
づ
く
り
に
励
ん
だ
。
さ
ら
に
は
、
八
月
下
旬
に
奄
美
大

島
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
を
予
定
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
奄
美
県
体

を
前
に
着
実
に
事
業
を
推
進
し
て
い
る
。
今
後
は
鹿
児
島
陸
上
競
技
協
会

の
ご
指
導
を
仰
ぎ
、
万
全
の
準
備
を
し
て
十
一
月
三
日
の
大
会
を
迎
え
た

い
。
ち
な
み
に
、
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
風
は
南
か
ら  

あ
な
た
が
主
役  

情
け
あ
ふ
れ
る
奄
美
県
体
」
で
、
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
「
し
お
の
と
（
潮

音
）
県
体
」
で
あ
る
。
皆
さ
ん
の
ご
来
島
を
心
か
ら
歓
迎
し
ま
す
。 

「平
成
十
五
年
度
第
五
十
七
回
県
民
体
育
大
会
」 

   

標
記
大
会
は
、
奄
美
群
島
日
本
復
帰
五
○
周
年
記
念
大
会
と
し
て
大

島
地
区
を
主
会
場
に
開
催
さ
れ
る
。
陸
上
競
技
は
十
一
月
三
日
名
瀬
運
動

公
園
陸
上
競
技
場
で
開
催
さ
れ
る
。
男
子
十
九
種
目
、
女
子
十
八
種
目
に

熱
戦
が
期
待
さ
れ
る
が
、
今
回
は
大
島
地
区
か
ら
の
強
い
要
望
で
、
男
子

一
○
○
米
俵
か
つ
ぎ
走
が
採
点
種
目
と
し
て
採
用
さ
れ
た
。 

奄
美
大
島
陸
協
で
は
、
審
判
員
一
二
○
名
、
補
助
員
五
○
名
の
確
保
を
め

ざ
し
、
審
判
講
習
会
を
開
く
な
ど
県
体
開
催
に
向
け
て
着
々
と
準
備
を
進

め
て
い
る
。 

「長
崎
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
」 

標
記
大
会
は
、
七
月
二
十
九
日
か
ら
八
月
二
日
ま
で
長
崎
県
か
き
ど
ま
り

陸
上
競
技
場
で
開
催
さ
れ
、
本
県
か
ら
も
南
九
州
高
校
大
会
で
出
場
権
を

得
た
、
男
子
二
○
種
目
三
十
三
名
、
女
子
十
五
種
目
二
十
五
名
が
出
場
し

た
が
、
入
賞
者
な
し
と
い
う
本
県
勢
に
と
っ
て
は
、
厳
し
く
さ
び
し
い
大

会
と
な
っ
た
。
な
お
、
入
賞
者
な
し
は
、
昭
和
四
三
年
以
来
で
あ
る 

 

「九
州
中
学
総
体
陸
上
競
技
大
会
」 

標
記
大
会
は
、
八
月
九
・
十
日
、
熊
本
県
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
で

開
催
さ
れ
、
本
県
大
会
で
各
種
目
二
位
ま
で
の
代
表
選
手
の
う
ち
、
男
子

共
通
砲
丸
投
で
川
畑
友
彰
（
大
口
南
）、
女
子
一
年
一
○
○
米
で
立
山
紀

恵
（
有
明
）、
女
子
低
学
年
八
○
米
ハ
ー
ド
ル
で
西
郷
智
香
（
星
峯
）
の

三
選
手
が
優
勝
、
上
位
入
賞
者
も
多
数
で
る
な
ど
、
活
躍
が
め
だ
っ
た
。 

 

「全
国
高
専
大
会
」 

標
記
大
会
は
、
八
月
一
○
・
十
一
に
開
催
さ
れ
、
鹿
児
島
高
専
の
濱
川
博

司
は
、
男
子
二
○
○
米
（
二
一
秒
九
六)

走
幅
跳(

七
米
三
四)､

四
○
○
米

リ
レ
ー(

四
二
秒
七
三)

の
三
種
目
に
優
勝
し
気
を
は
い
た
。 

「
第
二
五
回
全
国
マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上
選
手
権
大
会
」 

標
記
大
会
は
、
来
年
度
（
平
成
十
六
年
度
）
本
県
で
一
○
月
二
十
二
～
二

十
四
日
の
日
程
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
た
。
約
一
三
○
○
名
の
参

加
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
競
技
会
運
営
に
は
陸
協
の
力
が
必
要
で
す
。
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
（専
門
部
だ
よ
り
） 

〓  

強
化
部 

本
県
を
代
表
し
て
出
場
す
る
各
駅
伝
競
走
大
会
の
チ
ー
ム
総
監
督
に
つ

い
て
は
、
前
回
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
こ
の
度
各
代
表
チ
ー
ム
の
監

督
・
コ
ー
チ
等
ス
タ
ッ
フ
が
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。 

      

＊
九
州
一
周
駅
伝
競
走
大
会 

    

総
監
督  

神
之
門  

均
（
指
宿
商
高
教
） 

         

監  

督    

岩
元  

慎
一
（
第
一
工
大
教
） 

           

〃      

田
中  

行
夫
（
自
衛
隊
国
分
） 

           

〃      

桑
迫  

千
尋
（
光
耀
商
事
） 

           

〃      

下
御
領
富
夫
（
九
州
富
士
通
） 

           

〃      

持
留  

光
一
（
大
隅
町
役
場
） 

      

＊
全
国
都
道
府
県
対
抗
男
子
駅
伝
競
走
大
会 

    

総
監
督  

上
岡  

貞
則
（
鹿
実
高
教
） 

         

監  

督    

池
田    

猛
（
阿
久
根
中
教
） 

          

コ
ー
チ    

池
畑  

辰
也
（
出
水
高
教
） 

            

〃      

前
田  

浩
文
（
樟
南
高
教
） 

            

〃      

立
迫  

俊
徳
（
喜
入
中
教
） 

            

〃      

岩
下  

邦
浩
（
大
浦
中
教
） 

          

庶  

務    

松
嶋  

修
一
（
青
戸
中
教
） 

      

＊
全
国
都
道
府
県
対
抗
女
子
駅
伝
競
走
大
会 

    

総
監
督  

福
永  

一
則
（
鹿
女
子
高
教
） 

         

監  

督    

高
山  

克
司
（
帖
佐
中
教
） 

         

コ
ー
チ    

有
川  

哲
蔵
（
神
村
学
園
教
） 

            

〃     

年
永  

昭
人
（
鹿
女
子
高
教
） 

            

〃     

茂
岡  

泰
弘
（
鹿
屋
東
中
教
） 

          

庶  

務   

長
谷
場
博
子
（
久
志
中
教
） 

本
県
は
駅
伝
等
に
積
極
的
に
取
り
組
む
企
業
も
少
な
く
、
各
大
会
で
の
厳

し
い
戦
い
が
予
想
さ
れ
る
が
、
県
が
駅
伝
の
中
で
最
も
期
待
し
て
い
る
各

大
会
で
も
あ
の
で
、
総
監
督
を
中
心
と
し
た
ス
タ
ッ
フ
・
選
手
諸
君
の
健

闘
を
大
い
に
期
待
す
る
と
と
も
に
、
関
係
者
各
位
の
万
全
な
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
を
お
願
い
し
ま
す
。 

  

〓  

審
判
部 

本
協
会
で
は
、
か
ね
て
か
ら
懸
案
で
あ
り
ま
し
た
競
歩
技
術
と
指
導
法
並

び
に
競
歩
審
判
技
術
の
向
上
を
図
る
た
め
に
日
本
陸
連
か
ら
講
師
を
招

へ
い
し
、
九
月
六
日
（
土
）
午
前
一
○
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
伊
集
院
陸

上
競
技
場
で
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
審
判
員
・
指
導
者
並
び
に
選
手

等
多
数
参
加
し
、
有
意
義
な
講
習
会
に
な
り
ま
し
た
。 

        

全
国
Ｉ
・
Ｈ
、
Ｉ
・
Ｃ
、 

国
民
体
育
大
会

等
で
の
入
賞
を
図
る
た
め
に
、
普
及
・
強
化
に
力

を
注
ご
う 

  

理
事
長
室
だ
よ
り 

      

第 

３ 

号 
平
成 
十
五 

年 

九 

月 

そ
の
一 

               

鹿
児
島
陸
上
競
技
協
会  

発
行 


